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竿 12回献血推進運動中央連絡協議会における協議事項について

1.22年 度献血推進計画に盛り込まれた事業の取組予定
①平成23年 4月 1         準改正についての広報|

都道府県名 予定事業の概要
(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。)

本事業を行うにあたっての連携・協力先
(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協力を
得るための方法等)<各種メディァを利

・ 地元ラジオ放送 (車液センター)
・ 県の広報番組での周知

Lテ レビCMの作成
<その他の取組>
呂等学校を訪問し周知を歯る

・献血推進協議会・鞭匿藩両T〒面肩T頭百褒百蚕
い での協力依頼等 )・広報媒体を利用した啓発_

ポスター、パンフレットを用いた啓発
県のホームページヘの掲載
献血場所での PR

関係機関に対する文書通知

各高等学校・保健所・血液センタニ

・市町村・報道機関・協力団体等
・関係機関 (医師会、病院協会、薬剤師会等)に通知
し、各会員に対する周知を依頼する。



②地域の特性に応じ、キッズスペニスを確保する:等の親子が献血にふれあう機会を設けるための取組

都道府県名
予定事業の概要

(事業の取組みに当たって:重点を置く事柄を含む。)

本事業を行うに当たっての規制や連携・協力先

(都道府県における規制について記載願います。また、

連携・協力を必要とする団体等やその連携・協力を

得るための方法等)

各道県 <キ ツズスペニスの設置状況>
・ 7道県中4道県がキッズルームを設置しており、
保母の資格を持つた者をスタッフとして配置し

ている県もある。

宮城県 ・キッズスペースの設置についてホームページのほ

かタウン情報誌に掲載 し広報 している。

北海道

<キヤンペャン等>
・ サンデーテーリング※で小学生の親子を対象に

献血の意義を啓発

※札幌市交通局が実施 しているスタンプラリー方

式の事業。血液センターが参加 している。

秋田県 。「親子ら、れあい献血」キャンペーンを実施し、親
が献血している姿を子供に見学させている。

・採血室で走り回ったり、騒いだりしないよう職員
が付き添って見学させる事が必要6キ ッズコーナー

では複数の子供が集まるとケンカ等で騒ぎ出す事
もあるためt管理する職員の配置が必要山形県 ・街頭献血では、子供も献血バスの中に入つて親の

献血を見学            、

宮城県 ・「けんけつ KID'Sサマニスクール」
対象 :小学 4～ 6年生及びその保護者

福島県 ・血液センタニ見学会 (夏休み)
・献血感謝デー (2月 )

報道機関に広報依頼



③
_「
献血出前講座」や血液センタニ等での体験学習への取組

都道府県名 予定事業の概要     :
(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。)

本事業を行 うに当たっての連房T協力先
(連携 。協力を必要とする団体等やその連携・協力を
得るための方法等 )<献ュ出前講座等>

・ライォンズタラブ、看護学校等で講座の実施。小
中学校への講座実施を検討。

・日赤t教育委員会、札幌市

・授業の一環として献
から学校を訪間)

・教育委員会、各小・中・高等学校長

高等学校を訪間|しての講話及びビデォ上映等に
よる普及啓発

・ 高等学校を訪問し、献血協力依頼時にあゎせて
講話開催を依頼する。
・」RC活動の生徒を対象に実施 (高等学校)小学生や中学生を対象とした献血講話の実施

(会場血液センター、7月 実施)
「献血ごっこ (仮称)」 の実施 (血液センタ∵)
保健所職員による出前講座 (県 ) .

・県教育委員会、各高校

小中学校に出前講

6

各高校へ出前講座の周知 教育委員会<施設見学>
・サンデーテーリングで典液センターに施設見学に
訪れる。学生ボランティァが小学生親子に対応。



青森県 親子献血セミナーを開催 (夏休み、小学生 :親子

対象とし、血液センタニを見学できる。)

青森市教育委員会

岩手県 「親と子の血液センター見学会」を開催

秋田県 「献血ごっこ (仮称)」 の実施 (小学生の親子を

対象)

山形県 ・高校生を対象にバスで宮城県にある基幹センター

等の施設見学を実施

宮城県 ・高校生を対象とした血液センターの検査・製造部

門の見学を実施 (宮城県)



都道府県名 予定事業の概要
(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。)

北海道 ・各大学、専門学校、サークル、学生寮での勉強会
の実施
。「一緒に (グル早プ)献血」の実施 (5人 1組で
献血,処遇品の増量)
。学生献血推進協議会に看護学生が入り、献血の
推進や勉強会を実施

・Ⅲ液センター、市町村

・ 青森県学生献血推進連絡会の活性化
・

ぱ堡熟算

を対
子
とし
ヶ
献血ルームの

尋
学及び実習

・ 県主催の輸典療法安全対策講演会べの医学生の
出席を呼びかけ

・大学、大学医学部付属病院

大学等への献血バスの配車
・ 医学部、薬学部、看護学部への献血バスの配車
・ 研修医の献血間診業務への協力依頼
・ 医学生への血液製剤使用適正イしに係る冊子の配
布
・ 学生献血ボランティアとの更なる連携強化

. +s fr- >r 4 T E.ft. 6t+
・各大学
・各研修医受入れ病院
・医科大学

する普及啓発の取組

本事業を行うに当たっての連携 。協力先
(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協力を
得るための方法等 )



秋田県 ・医学生の典液センタT訪間、研修血液事業に係る
教育の実施
・大学における献血講話の実施 (血液センター)

大学医学部

山形県 E学生献血協カサークルベ献血者不足等の情報提供
及び献血希望者の募集を行うメール配信 (血液セン

ター)

宮城県 。「献血出前講座及びセミナニ」

対象 :高校t大学、専門学校
献血のほかAED講 習やHIVの 講話など学校
の希望を取り入れている。
。「高校生献血ボランティア体験」

対象 :県内高校生  (主に夏季に実施)

教育機関

・街頭献血の呼びかけなど赤十字の活動を体験する

場を設けている。

福島県 口献血キャンペーン介の高校生・大学生ボランティ
ア等に参カロしてもらうことにより、身近に献血に
触れる機会を設ける。         ●

・県内各高校、大学のボランティアサークル等に対

する事前の参加依頼を行う。

<参考>
「アンパンマンのエキス」 (D∨ D)は献血への理
解が得られる非常によいツールと思われるので(積

極的に活用すべき。



いイ頃向にある5o～ 6 0歳代を対象とした普及啓発の取組
都道府県名 予定事業の概要

(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。)

本事業を行うに当たっての連携・協力先
(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協力を
得るための方法等)北海道 ・この年代で人気のあるスポーッ(パークゴルフ等)

イベント会場へ出向いての広報活動を検討中
・献血参加の動機づけのァ助として、「還暦献血」
等の実施を検討。また、併せて 60～ 64歳までに
献血をいただくと69歳迄の協力が可能で
あることの周知徹底を兼ねて、折込みチラシやポ
スター等に60歳代の力
(協力)が必要な旨のアピールを検討中。

50～ 60歳代限定のキャンペーン (シェァキャン
ペーン)実施

。若年層、高齢層向けテレビcMの制作 献血可能年齢の情報提供

・献血ルームの設備の本実 (イ ンターネット設備・
マッサージ機器をはじめ,ガーデンカフェを楽し
む事のできるテラスなどの設置)
・平成 16年 より行っている「愛の献血 7o字ス ト
ニ リー募集」の実施高齢者への周知

市町村、報道機関、血液センター



⑥地域の特性に合わせた採血所のイメージ作りや移動採血車の機能面の充実等の、なお―層のイメージアップヘの取組

都道府県名
予定事業の概要

(事業の取組みに当たつて、重点を置く事柄を含む。)

本事業を行 うに当た っての連携・協力先

(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協力を

得るための方法。)

北海道 郊外の献血ルームや地方の血液センターについ

ては、カン トリー調の内装や地域の代表的な風

景等を表現する内装を施 し、ゆったり感の演出

や家族的雰囲気を出 している。

衛中のル‐ムについては、癒しの演出を行つて
いる。

青森県 ・全献血ルームの待合室のレイアウトを変更。

岩手県 ・献血ル‐ムの拡張 リニュニアル予定



第 12回献血推進運動中央連絡協議会における協議事項について
1.‐22年度献血推進計画に盛り込まれた事業の取組予定
①平成23年 4月 1日施行予定の採典基準改正についての広報

都道府県名 予定事業の概要
(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。)

本事業を行うにあたっての連携・協力先
(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協力
を得るための方法等)○市町村担当者会議等での説明

○高校隼献血キャンペーン等での広報
○地元ラジオ放送,チラシ (新聞折込),駅前の大型
ビジョンを活用した広報の実施

市町村 血液センター
~教
育委員会

地元新聞社 地元AMラ ジオ局
コミュニティーFM放送局 等

○各種イベント・呂穫
リーフレット等の配布による周知

:員111:i;ξ:I][ililム
層象ア?活T 県内各メディァ

教育委員会、血液センター

9広報、ホームページ等による広報
017歳からの40o品 1献血に対して、養護教諭向
けにリーフレットの作成を検討。

教育委員会・各高等学校・血液センター



10

埼玉県 ○平成 22年度後半に、血液センタ丁と県のホームペ
ージに掲載及び関係機関に通知 (新規)
○市町村献血担当者会議等で適宣説明 (継続)

県教育委員会、さいたま市教育委員会及び県総務

部学事課を通じて県内全高校に採血基準改正の事

前の連絡を実施する。

また、採血基準改正について市町村、保健所にも

周知を行う。

千葉県 【血液センター】

○行政、血液センター及び各種団体との連携強化を図
る

【血液センター】

教育委員会、高等学校及び市町村献血推進協議会等
に主旨説明を行い、理解を得る。

東京都 ○ホすムページ、都及び区市町村の広報紙等を活用し
て十分な理解と協力を呼びかけ広く広報を行う。
○施設昇学及び学校献血t文化祭などの学校行事に合
わせて広報を行う。

○区市町村、血液センターとの連携も

神奈川県 ○ホニムページ、県・市町村広報紙等を活用し、住民
に対して、十分な理解と協力を呼びかける広報を行
う。

新潟県 地元ラジオ局による広報

リーフレットの作成

○

○

山梨県 ○県広報誌への掲載や市町村広報誌への掲載依頼を行
いたいと考えています。

市町村長に協力を依頼する。



022年度当初の段階では具体的な広報等の実施計
画は未定。 (採血基準改定に当たって、男性 69
歳まで血小板献血が可能になるこごギ 17歳から
400mL献典が可能になることについては、献血推
進や献血確保の点から期待している。)
【血液センター】
○県のホームページに採血基準改正に関する情報を
掲載する予定。 【県】

○市町村、献血協力団体、献血ボランティァ団体等に対して新採血基準への理解と協力を得るため、
渉外活動・広報活動に努めたい。また、丁ギiじ
にも協力を依頼し、二般向けの広報を行いたぃ。

②地域の特性に応じ、
Jするための取組

都道府県名 予定事業の概要
(事業の取組みに当たって、専ホを置く事柄を含む。)

本事業を行うに当たっての規制や連携・協力先
(都道府県における規制にっいて記載願います。
また、導携・協力を必要とする団株奪ゃをあ進
携・協力を得るための方法等 )○つくげ献血ノJ―ムの増改築行う為、イベントキッ更

スペースを設置する。また、他ルームではキッズスペースがないため幼児向け絵本ゃぬりえを備え付
けて対応 してぃる。

規制は特段なし

O衛頭献血実施               T
O親子AED講 習と施設見学を実施 (小学生夏休み期

学生ボランティァ等
地域の小学校等

出方I去盟輛輛齋

１
■
１
ェ
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埼玉県 o親子ふれあい献血キャシペーンの実施 (継続)
Oキツズスペースについては今後、新たに設置する献
ユルーム (大宮第二献血ルーム (仮称))に詫児体
制の確保を図る予定

血液センター

千葉県 【血液センター】

○若年層に対する献血啓発活動の一環として、普段献

典に接することのない子供に幼少時代から献血ヘ

興味、関心を持つてもらうことで、将来的な献血に

資することを目的として、児童生徒と保護者を対象
とした小学生を対象とした小学生献血学習会を年
1回開催する。

【血液センター】

献血施設と併せて医療現場の見学も実施予定であ

ることから、県内の医療機関

東京都 ○人員の配置t奉仕団やボランティアの協力依頼。
○献血者に対する充足感のある環境を整える。器材及
び広報資材の見直しを図る。

○区市町村、血液センターとの連携

神奈川県 ○安全性の検証等、キッズスペニス設置に向けた前向

きな検討を実施する。

規制や連携・協力先等を含め検討中。

新潟県 ○ 献血ルームに幼児・子供向けの絵本を備え付け

山梨県 ○特に予定はありません。

長野県 ○献血固定施設内に託児スペースを設けるなど設備
の充実に向けて検討する予定。 【血液センター】

○特になし。



③ [献血出前講座」や血液センター等での体験学習への取組

都道府県名 予定事業の概要
(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む:)

本事業を行うに当たっての連携・協力先
~

(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協
主資得るための方法等)○

`jヽ

学生を対象
○高校生を対象とした献血出前講座及び施設見学会

出前講座の実施

各市町村の教育委員会
各高等学校

県内各企業

○とちぎ県政出前講座におぃて、「血液のはなし」と
題し、血液の働きと、献血から作られる車液製剤の
使われ方などについての説明  ~~~十

`↑ Taり
V`

○施設見学の実施 (血液センター)
〇小学校等の校外学習事業の受け入れ (血液センタ
ー )

○親子AEp講習の実施 (小学生夏休み期間)

依頼内容等により、血液センターと連携

教育委員会・地域の小学校等

○血液センター体験学習
○献血出前講座の実施

教育委員会 ,各小中学校・血液センター

○血液センター顧間を講師とした血液出前講座の実
施 (継続 )

○新高校 1年生を対象とした献血ルーム見学会の実
施 (新規)

血液センター

13
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千葉県 【血液センター】

○若年層及び献血全年齢層への献血啓発として、高校
生を対象とした献血セミナー、中学生職場体験を積
極的に実施・受入を行う。

【血液センター】

千葉県教育庁教育振興部ム実施高等学校の選定と

実施依頼

千葉県青少年赤十字指導者協議会→青少年赤十字

採用校での実施勧奨

千葉市教育委員会学校教育部→職場体験受け入れ

先として血液センターを紹介

東京都 ○リーフレットや広報資材等を整備して、既存の地域

(P tt A)や 学内献血等で、献血の啓発を行う。

○区市町村、教育委員会、学校等、血液センター

との連携。

神奈川県 〇小・中学年の親子を対象として実施している「夏休
み小中学生親子献血教室」を拡充し、血液の大切さ
や助け合いの心について、さらなる啓発を図る。

県、市町村、各市町村教育委員会、各教育事務所、

各小中学校等の連携・協力を必要とし、文書で協

力依頼をしている。

新潟県 ○高等学校における献血普及講演会の実施
OJヽ学生から高校生を対象とした献血ルTム見学会
の開催

県教育委員会

山梨県 ○ 特に予定はありませんが、今後検討を行いたいと

考えています。

長野県 ○「長野県政出前講座」のテ
ニ
マのァっとして「身近

に感じる献血」を設定している:県民から依頼があ
れば、県職員が説明に出向き、県民と意見交換等を
行っている。 【県】

<説明内容> ・はじめての献血 (基礎知識)
・県内の献血の現状
口献血方法、採血基準  など

○特になし。



び将来の医療従事者を目事旨す者に対する普及啓発の取組

都道府県名 (事 業の取組みに当たって、重点を貢 く事柄を含
む。 )

予定事業の概要 本事業を行うに当たっての連携―協力先―
(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協
とを得るための方法等)○学内献血時にミ

実施し推進を図る
各大学・ライオンズクラブ

○県内の大学 コ短

施時に若年層向けチラシ・パンフ L/ッ トの配布
○学生献車推進連盟「かけはじ」の活動支援

口Ч̀

○看護学校の学生等の血液センタニ施設見学の受け
入れ

キ等による献血依頼

献典実施大学・学生献血推進連盟「かけはし」等

○県内大学への献血協力の依頼。 県内各大学・私立大学協会・各種専門学校・血液
センター

○大学における
―クルに広報活動の援助を受ける。 (継続)

血液センター

大学のボランティァサ_ク ル

層を対象とした献血キャンペーンを行う。

○献血者安定確保対策事業として、献血推進員 (5
名)を雇用t、 大学等への献血協力要請・献血広
報等を行う。
【血液センター】
○学生ボランティァ募集用パンラレットを作成し、
千葉県学生献血推進協議会会員の増加を図り、各
大学献血実施時のボランティァ活動の依頼、若年

【血液センター】
○県内各大学及び 」RC
通じ協力依頼をする。

f*ffitit:tr;&t>t-&
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東京都 ○大学・短大献血の増回及び増班やグルニプ・ペア

献血の実施。

○携帯メールクラブの会員案内と情報提供。

○ホームページ、都及び区市町村広報紙等を活用 し

て十分な理解と協力を呼びかけ広く広報を行う。

○施設見学の実施。

○血液センター及び各学校の学校祭などにおけ

る献血紹介 ボランティア (学生)や、行事の実
行委員会等との連携強 化。

神奈川県 ○ 県内大学生を対象としたイベント(ボラフエスタ

in KANAGAWA)の 開催

横浜ベイスタ早ズ、横浜 F・ マリノス、川崎フロ

ンター レ、湘南ベルマニ レ、FMヨ コハマほか地
元企業、団体等

新潟県 ○大学、専門学校等べの献血バスの配車

(栄養士が同行し、栄養指導を行う:)
○専門学校における献血普及講演会の実施

○献血を体験してもらうための献血ル下ム見学会

大学、専門学校等

山梨県 ○特に予定はありません。

長野県 ○特に若年層へのアピールに重点をおき、医療系、

薬学系の大学生に対して体験学習等の定期的実施

を計画している。 【血液センター】

○長野県内の各大学のキャンパスにおいて、献血啓

発用ポケットティッシュを配布する広報活動を定

期的に実施するとともに、協力可能な大学におい

ては移動採血車を配車しキャンパスでの献血を計

画している。 【血液センタT】

○若い世代への啓発事業として、保健福祉事務所 (保

健所)担当者が高校、短大、大学、専門学校等を
訪問し、献血への理解と協力を求めている。【県】

○各大学担当部門

○各大学の学生担当課

○血液センタT



いイ頃向にzらる5 0歳代を対象とした普及啓発の取組

都道府県名
予定事業の概要

(事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含
む。)

本事業を行うに当たっての連携・協力先
(連携・協力を必要とする団体等やその連携・協
力を得るための方法等)

○定期的なDMを活用し、献血の協力依頼と献血情
報等提供を行う

血液センター

○献血推進キャンペーン等における普及啓発の実施
ガヽキ等にょる献血依頼

血液センター

○各種献血キャン 血液センター

予定なし。

○各種献血キャンペ■ンを実施するとともに、各種
広報媒体に献血関連情報を提供する。

【血液センター】
○献血協力依頼文書の発送及び自治会等地域住民を
対象とした説明会の実施。

○県民だより、市町村広報誌、県内報道機関、地
域広報誌、」R及び私鉄各社等

【血液センター】
050歳以上の方への献血場所の情報提供及び各
市町村、推進団体の協力を得て献血者の確保を
図る。

○継続的なDMに よる依頼。
○ホームページ、都及び区市町村の広報紙等を活用
して十分な理解と協力を呼びかけ広 く広報を行
つ 。

○区市町村、血液センターとの連携

神奈り|1県
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新潟県 ○継続的なDM、 献血メールクラブの活用
OAM民 放ラジオによる定期的な献血情報の提供

山梨県 ○特に予定はありません。

長野県 ○ 定期的に献血依頼のハガキ等を発送する。

【血液センター】:
○特にな し。

⑥地域の特性に合わせた採血所のイメージ作りや移動採血車の機能面の充実等の、なお=層のイメージアウプヘの取組

都道府県名

予定事業の概要

(事業の取組みに当たつて、重点を置く事柄を含

む。)

本事業を行うに当たっての連携・協力先

(連携・協力を必要 とする団体等やその連携・

協力を得るための方法:)
茨城県 ○実施予定なし

栃木県 ○若年層等を対象としたイベン ト・サー ビスの企画

○血液センター リニューアル (平成 21年 2月 1日 )
後の維持 :継続

○血液センターまつ り実施による地域へのイメージ

アップ及び地域貢献

○県内各メディア

群馬県 ○献血ルームの移転計画に伴 うイメージ向上。 市町村・ボランティア団体・血液センター

埼玉県 ○本年度新設を予定している大宮第二献血ルニム

(仮称)に、託児体制の確保や栄養指導などのスペ
ースを設けると共に赤十字事業の情報発信の基地

としての機能を持たせる。

血液センター



【真液センタゴi

向上に努める。

○献血ルームにおぃて、健康増進に配慮したリラク
ゼニシヨン関連のサービス等を行うことにより、
献血ルームの更なる周知を図り献血環境の更なる

大手 リラクゼニションチェーン店等関係団体

○献血者に対する充足感のある環境を整える。器材
みび広報資材の見直しを図る。
○献血者の安全性を確保しつつ、動線の流れのよい
環境作 り6

○血液センターゃ語血ルームとの情報連携を強
1ヒ し、設備 の充実を検討。
○地域の商工会等との連携 8

神奈川県 ○老朽化が進

善を行う。

○献真ルームにおける雑誌・マンガの充実
0テレビを利用した企画提案の募集
○民放 FM局による献血ルームのPR

広告代理店

O*#l:?Elt Frq *t/".
長野県 ○献血処遇品の見直しゃ、献血者が来所しやすく、

居心地の良い施設環境め整備を心がけることによ
り、医療機関のニーズにマウチした献血確保に努
める。 【血液センタ■】

○市町村やメディァと連携・協力して、献血施設
のPRを実施する。
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